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生体成分の輸送と生体機能の調節

　本講義は生化学Ⅰに続くものである。
　講義内容として、前半は三大栄養素の代謝を中心に講義を行い、生命を維持するために生体内で行われている
異化･同化反応の理解を求める。後半は生体内における物質輸送および生体内恒常性を維持するメカニズムにつ
いて解説する。
　栄養に関係する学問の基礎的な知識として必要とされる「生化学」の理解を深める。　

生体成分の代謝とその調節(生化学Ⅰからの続き)
　1.代謝の概要
　2.糖質の代謝①
　3.糖質の代謝②
　4.脂質の代謝①
　5.脂質の代謝②
　6.タンパク質およびアミノ酸の代謝①
　7.タンパク質およびアミノ酸の代謝②

　8.含窒素化合物の代謝
　9.核酸の機能と代謝
遺伝子とタンパク質合成
　10.タンパク質の合成(転写・翻訳)の調節
　11.ゲノム生物学
生体成分の輸送と生体内情報伝達
　12.生体内の恒常性維持機構
　13.生体膜と膜輸送・血液と尿
　14.生体と情報(神経系・サイトカイン)
　15.免疫

教）五十嵐　脩／志村　二三夫『生化学』（光生館）

筆記試験、出席状況および授業中の態度等を基にして、総合的に評価する。

生化学Ⅰを履修していること

http://www.icc.ac.jp/


